
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シューレ大学は、日本で唯一のオルタナティヴ大学です。子ども中心の、自由な学び場・活動の場

を創り出してきたフリースクール東京シューレが、フリースクールの大学版として世に送り出して 12

年、小さいながら、学生主体で、ユニークな楽しい学びと活動の場を運営してきました。 

自らが研究したいテーマ、表現したい分野を自らにあった方法で、仲間と水先案内人である講師と

共に探求していく――入試もなく資格付与もないが、自分が本当に追い求めたいものを心ゆくまで求

める面白さと自己価値の発見がある、そんな大学です。 

えっ、そんな大学があるの？ どうやっているの、と思うあなた、「百聞は一見に如かず」です。

一度、体験入学に来てみませんか。きっとあたたかさと気楽さを初日から感じていただけることでし

ょう。お待ちしています。 

  

期間：2012 年 2 月 20 日（月）～24 日（金） 費用：10,000 円 

 

※1 期間中は、好きな日時にきて体験していただけますが、原則として 2月 20 日の説明会には御参加ください。 

※2スペースに限りがありますので、参加希望の方は、お早めに電話・FAX・メールでお知らせ下さい。お申込は

先着順にお受けしています。 

シューレ大学・体験入学のお誘い 

ＮＰＯ法人東京シューレ 理事長 奥地圭子         

シューレ大学の様子がわかる本です。 

 

『閉塞感のある社会で生きたいように生きる 

―オルタナティブ大学で学ぶ ―』 

■シューレ大学編 

■発行 2010 年 2 月 東京シューレ出版 

 

シューレ大学についての本を、2010 年に発行しました。シューレ

大学とはどんな場所で、どんな特徴があるのかなど、基本的な情報

のほか、実際に学生たちがどのように研究や表現活動を行っている

かを、学生たち自身が執筆しています。ご関心のある方、お手にと

ってみてください。（推薦文：辛淑玉さん／解説：芹沢俊介さん） 



/// 体験期間中のアドバイザーによる講座                    

 

[生命論：講師 最首悟さん]  2 月 21 日（火）14：30～15：50 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 2 月 20 日(月) 

○[オルタナテブ・エデュケーション]10:00～10:50 

○[近・現代史]11:00～11:50 

○[シューレ大学説明会]13:00～14:20 

○[音楽プロジェクト]14:30～15：20 

○[政治経済]14:30～15:50 

○[環境]16:00～16：50 

○[基礎英語] 16:00～16:50 

○[英語コンプリヘンシブ] 16:00～17:20 

○[映像プロジェクト]17:30～18:50 

 

■ 2 月 21 日(火) 

●[広報委員会]11:00～11:50 

●[学歴社会・不登校]13:00～14:20 

●[生命論]14:30～15:50 

●[創作ディスカッション]14:30～15:50 

●[オカリナ]16:00～16:50 

●[リコーダー]17:00～17:50 

●[ソーラープロジェクト]18:00～18:50 

 

■ 2 月 22 日(水) 

○[パソコン講座]13:00～13：50 

○[仕事を知る]14:00～14:50 

○[茶話会]15:00～15:50 

○[ヴォイストレーニング]16:00～16:50 

○[生き方創造コース]17:30～18:50 

 

■ 2 月 23 日(木) 

●[哲学]10:30～11:50 

●[研究ゼミ]13:00～14:20 

●[ポップミュージック]14:30～15:50 

 

 

 

●[韓国語]16:00～17:00 

●[演劇プロジェクト・なんあり企画]16:00～17:50 

 

■ 2 月 24 日(金) 

○[美術]10:30～11:50 

○[基礎英語]13:00～13:50 

○[英会話]13:00～14:20 

○[世界史]14:30～15:20 

○[ジェンダー]15:30～17:20 

○[入学委員会面談（入学希望者のみ）]18:00～18:30 

○[不登校研究会]19:00～20:50 

 

◎シューレ大学説明会            

シューレ大学ではどのように学生が知りたいことを掘

り下げているのか、どんなことができるのか、どんな

人がいるのか、など、シューレ大学の全体像を学生、

スタッフが説明します。原則としてこの時間は、みな

さまにご参加下さるようお願いします。 

 

◎茶話会                  

シューレ大学の様子を少し感じていただけた頃、学生

やスタッフと、お茶とお菓子をともに気軽に自由に話

をしませんか。個々の学生に大学での生活を質問した

り、自分自身のことを語って下さるのも大歓迎です。 

 

◎個別相談                 

シューレ大学で自分がやりたいことはできるのか、そ

うだとすればどのようにかを確かめたい、そのような

ことを個別にスタッフと話して確認できる時間をとり

ます。声をおかけ下さい。 

生命についての思想家として活躍される最首さんを講師に「生命
はどこからくるのか、生命とは何か」という深遠なテーマに迫る
講座です。「医学概論」を読んだり、近代の医療制度、宗教の背景
を踏まえた生命観の違いなどについて論じていきます。最首さん
自身のご経験から、学生運動、水俣問題、障害などの話題に展開
することもあり、広いアプローチで生命（いのち）の不思議さに
触れられる時間です。 

/// 体験期間中のスケジュール（変更する可能性があります）               



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

シューレ大学・学生 山本朝子  

学生の声 

 シューレ大学から教わったことは山ほどあります。全てを伝えたくなるが、私としても、この原稿用

紙としても限界があるので、できるだけお伝えしたいと思う。シューレ大に出会う前、「教育」とは学

校の教科書や強制で、学校の灰色っぽい寂しさが思い出された。「勉強って頭の表面に鉄板を塗りつけ

て、重くて歩きづらくするんだ」。だからそこから遠くへ行こうとする。知りたいことは沢山ある。で

もそれが学校の勉強でないことは自覚していました。 

どうにか知りたいことを知りたい思いで、学ぶ方法を自分なりに探そうと、いろいろな場所に行きま

した。でも常に、そこの思想にその時の自分が合っているタイミングを注意深く見計らって入り、自分

が変化し場所が合わなくなると、居られなくなって去る。とゆう事が普通でした。それは楽でもあった

のです。自分は自分の基準にのみ従えばよいから。 

でもシューレ大だと、その基準はあんまり意味がない。だって自分が変化したら、「じゃあやり方も

変えてもいいんじゃないの」と言われるんだもの。簡単じゃなくて終わりがない。限界ってないんだ、

と救われた気がした。ここで私は、自分がそれまで持ってきた「教育」という物への強い猜疑心に気づ

き、私の周りに居る日本で育った人々の多くが、似た感覚を持っていると知りました。 

ここは、「人と人の間で変化する」とか「感じあう」事で創られる場だと思います。 

でもかつてならこうゆう言葉は、「教育」のかつてのイメージに結びつき、「矯正されるんじゃない

か」「どちらかがどちらかに従う」とゆうイメージにも結びついて、影響される事が恐くなったり人と

居るのに心を閉ざしたりしたかもしれません。 

決断するのは自分だけですが、「自分の基準」ってとても怪しい。そもそも基準って怪しい。 

今私が思う「学び」は、とても自由奔放に飛び回る、非常に人間的なものだと思います。学びとゆう枠

に合うように自分の形を変えたりしません。私達はすでに始めから「学び」を手に持っていると思いま

す。 

 

 

NPO 法人東京シューレ 

シューレ大学 
 
〒162-0056 
 東京都新宿区若松町 28-27 
 Tel 03-5155-9801 
Fax 03-5155-9802 

 
Email:univ@shure.or.jp   
URL:http://shureuniv.org/ 
 
◇都営地下鉄大江戸線「若松河
田」駅下車 若松口徒歩 5分 
 
◇東京メトロ東西線「早稲田」
駅下車 2 番出口徒歩 10 分 
 
 
 
 
 
 

 


